2008　Chiana－Japan－Korea　Symposium　on　Environmental　Analytical　Chemistry　報告

本シンポジウムは、東京都立大学から中国科学院の教授として帰国した林金明教授の運営で2002年ガスクロマトグラフィー研究懇談会（以下GC懇）の記念事業として開催した中日シンポジウムが北京で開催されたことに始まる。この後、2003年に韓国(ソウル)で日韓シンポジウムを、2004年には、中日韓三カ国で第１回CJKシンポジウムが開催された。開催5回目にあたる今回は、厦門（アモイ）大学のXi Chen教授と精華大学の林金明教授が事務局となり、11月2日から5日まで厦門大学で開催された。日本側事務局はGC懇の前田委員長が担当され、イオンクロマトグラフィ(IC)研究懇談会、フローインジェクション(FIA)分析研究懇談会、液体クロマトグラフィ(LC)研究懇談会、環境分析研究懇談会のメンバーが参加した。大会会長に厦門大学のBenli　HUANG教授、日本側団長はFIA懇の本水教授、韓国側団長は韓国食品研究院のJaeho Ha博士らによって三ヵ国が協力して開催された。今回のシンポジウムでは、Plenary Lecture 6件、Keynote 24件、口頭9件、ポスター36件等の発表があり、二つのセッションに分かれて行われた。内容は、大気や水の環境化学全般、分離分析や機器分析などの分析技術等、多岐にわたる話題であった。また、日本分析化学会やＮＥＤＯの紹介、日本での分析に関する動向や話題の提供などもあった。参加者は、日本25名、総数120名と盛況であり、会期中を通じて活発な研究討論会と情報交換、懇親が図られた。
開催地の厦門は人口225万のリゾ－ト型の観光都市である。厦門大学は1921年に設立された2万人の学生が在籍する総合国立大学であり、キャンパス内に、教職員や学生の宿舎、公園や博物館等を有し、さらに寺院が隣接しており、町と大学が共存しているように感じられた。当地は亜熱帯海洋性気候に属するために、11月とはいえスーツ姿の私たちにとってはかなり暑く、半袖姿がちょうどいいようであった。会場である厦門大学の学生は、勉学に対する姿勢が真摯であると参加された多くの先生方からシンポジウム期間中に聞こえてきた。
最終日には島津製作所がスポンサーとなったディナーが開催された。会場まで、大学側が準備したバスで行き、始まるまでの間、会場周辺を多くの参加者で散歩した。海を隔ててすぐ近くには台湾領の島々を眺めることができた。宴は厦門大学の学生が率先し歌うなどして盛り上がった。それに対抗（？）してか、日本側の各研究懇談会の委員長らによる合唱も披露され大いに会場を沸かせた。
次回2009年は、日本で東京コンファレンスの一環として行われる予定である。更に多くの参加者を期待したいものである。
